
ウ 札幌時計台ビル【中央区】 取組年度 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 
地理・地形 対象災害種 災害脆弱性 地区の範囲 協議主体 取組のテーマ 
平野部 地震 帰宅困難・乳幼児 ビル ビル関係者 ひとつの「まち」 

（1）地区の概要   

札幌の中心部、オフィス街に立地しており、札幌時計台の隣の 14 階建てビルで、

61社がテナントとして入居、約 1,200 人の方が従業員として働いている（平成 30年

２月末現在）。ビルの二階には、保育園が入所している。 

（2）災害リスクと課題   

最大震度６弱が発生した場合、周辺地域の建物全壊率については 1％以上 5％未満

と想定されている。日中に発災すると、ビル内にいるテナントの社員、職員、来館

者など多くの帰宅困難者が発生する。 

（3）取組の概要   

札幌時計台ビルは、赤ちゃんも安心できる助け合いのまちとなる 

災害時用情報ステーション設営 

札幌時計台ビルを一つのまちとみなして、入居テナント同士がご近所
さんとして助け合いが出来るビルを目指して取組を進めている。また、保
育園がビル内にあることから、赤ちゃんも安心できる防災活動を目指し
ている。 

モデル地区に指定される前から民間企業のビルにお
いて地区防災計画作成に取り組むことが可能か検討し
てきた。役割を明確にするため、管理会社、テナント
及びライフライン等の３つのグループに分けて、地震
発生時、風水害発生時の「タイムライン」を作成し
た。ビル内に３日間籠城できる体制の構築を目的に、
防火・防災委員会の開催、災害時に設置する情報ステ
ーションの検討、防災訓練を実施した。 

ワークショップの様子
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（4）取組プロセス   

（5）ビル管理会社からのコメント   

（6）有識者からのアドバイス・助言など   
・各企業には独自のルールがあるが、情報や資源は共有し、ビルを一つのまちとし
てお互いに助け合えると良い。 
・保育園のことをみんなで考えることを通じて、だんだんまとまりがよくなってき
ており、非常に楽しみな状況。 
・会社と会社の付き合いではなく、人と人との付き合いみたいなものでどんどん広
げていったことにより、テナントを超えた触れ合いができている。 

（跡見学園女子大 鍵屋教授）

日時 回数等 講師等 内容 

Ｈ29.10 Ｈ29 第１回ＷＳ
跡見学園女子大学 
観光コミュニティ学部 
教授 鍵屋 一 氏 

演題：日本初のビル地区防災計画を目指して 
ＷＳ：大地震から命を守り、命をつなぐために

必要なこと 

Ｈ29.12 Ｈ29 第２回ＷＳ
跡見学園女子大学 
観光コミュニティ学部 
教授 鍵屋 一 氏 

演題：日本初のビル地区防災計画を目指して 
ＷＳ：大地震から命を守り、命をつなぐために

必要なこと 

Ｈ30.5 Ｈ30 第１回ＷＳ
跡見学園女子大学 
観光コミュニティ学部 
教授 鍵屋 一 氏 

演題：日本初のビル地区防災計画を目指して 
ＷＳ：防災スタートキット 

Ｈ30.7 Ｈ30 第２回ＷＳ
跡見学園女子大学 
観光コミュニティ学部 
教授 鍵屋 一 氏 

演題：日本初のビル地区防災計画を目指して 
ＷＳ：地区防災計画骨子案の深堀 

Ｈ30.8 Ｈ30 第３回ＷＳ
跡見学園女子大学 
観光コミュニティ学部 
教授 鍵屋 一 氏 

演題：自助と継続を考えよう 
ＷＳ：市民の自助を高めるためには 

Ｈ30.12 Ｈ30 第４回ＷＳ
跡見学園女子大学 
観光コミュニティ学部 
教授 鍵屋 一 氏 

演題：振り返りと素案に向けて 
ＷＳ：冬、地震で大揺れの後、停電、断水、通

信・交通途絶状態で、3日間籠城する 
Ｈ31.3 地区防災計画策定 

Ｒ1.7 Ｒ1 第１回ＷＳ 

東京大学大学院 
工学系研究科都市工学専攻 
准教授 廣井 悠 氏 
SOMPOリスクマネジメント(株)
BCMコンサルティング部企業グループ
主任コンサルタント 宮田 桜子 氏

演題：「帰宅困難者対策のポイント」 
札幌市のケース 

ＷＳ：帰宅困難者対策支援施設運営ゲーム 
「ＫＵＧ」 
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民間の事務所ビルとして、取り組んでいる中で『ワークシ
ョップを通じ、お互いに顔を覚えた事で、テナント様間で事
前に会話をするきっかけになった』と認識しています。発足
当初に比べ、現在では『意見や要望もたくさん』話してま
す。今後は、この地区防災計画の進め方として、各テナント
が自主的に自主防災（情報ステーションの設営や運営）を進
めて行けるような訓練の実施をして行くとともに、昼間の防
災はビル、夜間の防災は地域・家庭という両輪で取り組んで
きたいと思います。 上野 慎也 課長



（7）地区防災計画の概要  

①事前準備と訓練 

②タイムライン（地震発生後） ②タイムライン（風水害発生時） 

-16-

計画の項目

・計画対象地区 

・基本方針 

・地区の特性 

・防災活動の内容 

・平常時の運用管理 

・タイムライン 

・災害対策本部編成 

・今後の取組について 



①事前準備と訓練 
防火・防災委員会、管理センター、テナントの３つの主体に分けて考えを
まとめ、平常時に行う事前準備と訓練の計画を作成した。 
②タイムライン（地震発生後・風水害発生時） 
 地震発生後と風水害発生時のタイムラインを管理側テナント側の行動に分
けて考えた。 
③災害対策本部編成 
 災害時の役割を明確にするために組織図と役割分担票を作成した。また、
本部における「情報ステーション」の設置訓練を令和元年度に実施した。 
④今後の取組について 
 地区防災計画の取組が一過性のものとならないように、今後の取組事項を
詳細にまとめた。令和元年度、発災時の初動対応を円滑に進めるための「災
害対応スタートキット」を設置した。 

④今後の取組について 
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計画の説明

③災害対策本部編成 


